
昭和36年1月16日第3種郵便物認可昭和58年12月1日　第294号　（毎月1回ユ日発行1部30円）

Nα294

‘

印
．

12／58

i　釈尊生誕地ルンビニー園から、はるかカピラバ　　i

…　ストウ城方面を望む　　　　　　（松本栄一氏撮影）　i

全日本仏教会

豊

甲　レ；県・　．ノ亮．　　＿・．翔　咽　、～L　＿、一、．　　　，　．一篇＝L　…　．『、鳶「己　｛．． ，一 D’r．　￥　　＿軍一．層’　、蟹　・．　．t．コ　　　．颯評」　　　　　　　　　　．　噛



評
　
∴

　
一
［
、

全　　　　　仏
第3種郵便物認可昭和58年12月1日

池
上
本
門
寺
を
会
場

緯

・
騎

、
灘
ウ慈

開
か
れ
た
全
日
本
仏
教
徒
会
議
第
3
0
回
記
念
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
夜
明
け
ま
で
の
雨
も
上
が
り
、
秋
晴
れ
の
日

差
し
が
ま
ぶ
し
い
大
本
山
池
上
本
門
寺
を
会
場

に
、
去
る
十
月
二
十
七
日
、
第
三
十
回
記
念
全

日
本
仏
教
徒
会
議
東
京
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
今
大
会
は
、
昭
和
二
十
八
年
に
高
野
山
で
第

一
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
が
行
わ
れ
て
か
ら
ち

ょ
う
ど
三
十
回
目
に
当
た
る
た
め
、
特
に
日
程

も
二
日
間
Z
し
、
翌
二
十
八
日
に
は
、
銀
座
ヤ

マ
ハ
ホ
ー
ル
で
記
念
弁
論
大
会
”
青
年
仏
教
徒

の
主
張
”
も
催
さ
れ
た
。

　
約
五
百
人
の
参
加
者
は
、
五
つ
の
部
会
で
熱

心
な
討
議
を
行
い
、
昼
食
時
の
宗
派
代
表
者
懇

談
会
、
夜
の
懇
親
会
と
、
記
念
大
会
に
ふ
さ
わ

し
い
意
義
深
い
大
会
で
あ
っ
た
。

あいさつする金子会長

　
　
〈
式
　
典
〉

　
午
前
十
時
半
、
「
釈
尊
の
教
え
を
現
代
に
生

か
そ
う
一
全
一
仏
教
運
動
の
反
省
と
推
進
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
大
会
の
式
典
が
ス
タ
ー
ト
。

　
式
典
は
最
初
に
金
子
日
威
会
長
（
本
門
寺
貫

主
、
大
会
総
裁
）
導
師
の
も
と
法
要
が
と
り
行

わ
れ
、
金
子
会
長
式
辞
、
本
多
理
事
長
挨
拶
、

林
亮
海
大
会
長
（
東
京
都
仏
教
連
合
会
会
長
）

挨
拶
と
つ
づ
い
た
。
そ
の
後
、
来
賓
の
祝
辞
に

移
り
、
最
初
に
自
民
党
全
国
組
織
委
員
長
の
中

尾
栄
一
代
議
士
、
次
に
B
・
シ
ュ
レ
シ
タ
在
日

ネ
パ
ー
ル
大
使
、
S
・
ム
ナ
シ
ン
パ
在
日
ス
リ

ラ
ン
カ
臨
時
代
理
大
使
、
そ
し
て
最
後
に
こ
の

大
会
へ
出
席
す
る
た
め
わ
ざ
わ
ざ
来
日
し
た
韓

国
仏
教
慶
祝
訪
日
団
の
李
法
弘
師
か
ら
挨
拶
が

行
わ
れ
た
。
式
典
は
こ
の
後
、
祝
電
披
露
で
終

了
し
、
た
だ
ち
に
総
会
へ
入
っ
た
。

　
　
〈
総
会
〉

　
豊
田
総
務
局
長
開
会
の
辞
で
始
ま
っ
た
総
会

は
、
ま
ず
仮
議
長
に
矢
荻
信
顕
事
務
総
長
代
行

を
選
び
、
議
長
団
の
選
出
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
議
長
に
貝
山
宣
泰
師
（
神
奈
川
県
仏
教
会

会
長
）
、
副
議
長
に
岩
崎
宗
秀
師
（
東
京
都
仏

教
連
合
会
理
事
長
）
、
山
本
杉
氏
（
全
日
本
仏
教

婦
人
連
盟
理
事
長
）
が
選
ば
れ
、
議
長
挨
拶
の

後
、
議
事
を
開
始
し
た
。

　
最
初
に
那
須
組
織
局
長
が
大
会
幹
事
を
紹
介
、

河
野
亮
永
幹
事
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
後
、
那
須

局
長
か
ら
議
事
運
営
規
則
や
部
会
編
成
な
ど
の

説
明
が
あ
り
、
矢
荻
事
務
総
長
代
行
が
全
仏
事

務
報
告
を
行
っ
た
。
最
後
に
龍
山
事
務
次
長
が

閉
会
の
辞
を
述
べ
、
，
昼
食
休
憩
に
入
っ
た
。

　
午
後
の
総
会
は
、
午
後
四
時
、
近
藤
隆
敬
大

会
副
幹
事
長
開
会
の
辞
で
始
ま
り
、
各
部
会
か
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　魚
道

“
人
権
の
尊
厳
”
を
テ
ー
マ
の
第
三
部
会

　
秋
た
け
な
わ
の
大
本
山
・
池
上
本
門
寺
に

お
い
て
第
三
十
回
記
念
全
日
本
仏
教
徒
会
議

東
京
大
会
を
開
き
、
全
国
よ
り
参
集
し
た
、

わ
れ
ら
仏
教
徒
代
表
は
「
釈
尊
の
教
え
を
現

代
に
生
か
そ
う
1
全
一
仏
教
運
動
の
反
省
と

ら
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
つ
づ
い
て
宣
言
決
議

・
文
起
草
委
員
の
西
島
義
彦
師
か
ら
、
「
宣
言
決
議

文
」
案
が
発
表
さ
れ
、
参
加
者
の
拍
手
で
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。
最
後
に
龍
山
事
務
次
長
の

挨
拶
で
全
て
の
日
程
を
終
え
た
。

　
　
〈
宗
派
代
表
者
懇
談
会
〉

　
午
前
の
総
会
終
了
後
、
十
二
時
か
ら
昼
食
を

兼
ね
て
、
宗
派
代
表
者
懇
談
会
が
行
わ
れ
た
。

　
懇
談
会
は
中
村
財
務
、
磯
山
庶
務
の
両
部
長

が
進
行
役
と
な
り
、
金
子
会
長
を
は
じ
め
、
密

宗
の
代
表
者
三
十
人
が
出
席
、
此
度
新
設
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
事
務
総
局
機
構
検
討
委
員
会

の
問
題
、
宗
派
か
ら
の
負
担
金
に
つ
い
て
の
問

題
、
税
務
問
題
等
、
今
後
の
至
当
を
ど
の
よ
う

に
運
営
し
て
い
く
べ
き
か
、
諸
方
面
に
わ
た
る

幅
広
い
．
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　
　
〈
部
　
会
〉

　
第
一
部
会
は
、
「
高
齢
者
福
祉
の
問
題
」
を
テ

ー
マ
に
部
会
長
塩
入
亮
達
、
副
部
会
長
加
藤
良

文
、
助
言
者
井
上
日
宏
の
卜
師
に
よ
っ
て
進
め

ら
れ
た
。
森
田
禅
朗
師
（
和
宗
）
が
「
高
齢
者

社
会
に
お
け
る
福
祉
活
動
」
を
、
ま
た
大
橋
邦

正
師
（
国
柱
会
）
が
「
高
齢
者
福
祉
の
実
態
と

た
。　
一
、
急
速
に
進
行
す
る
高
齢
化
社
会
に
対

処
し
、
釈
尊
の
教
え
に
よ
り
高
齢
者
の
身
心

に
安
ら
ぎ
を
与
え
、
福
祉
活
動
に
積
極
的
に

精
進
す
る
。

推
進
i
」
を
テ
ー
マ
に
三
十
年
の
歩
み
を
省

み
て
、
現
今
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
真
剣
な

る
討
議
を
行
い
、
二
十
一
世
紀
へ
向
け
て
推

進
す
べ
き
実
践
目
的
を
次
の
ご
と
く
確
認
し

　
一
、
青
少
年
の
反
社
会
的
非
行
問
題
を
直

視
し
、
い
た
ず
ら
に
論
評
す
る
こ
と
な
く
、

実
践
を
通
し
青
少
年
の
教
化
育
成
に
努
力
す

る
。

問
題
点
」
を
意
見
発
題
、
参
加
者
か
ら
、
埼
玉

県
仏
教
会
の
年
末
福
祉
募
金
の
活
動
例
な
ど
が

発
表
さ
れ
た
。
助
言
者
の
井
上
師
は
高
齢
者
自

身
の
問
題
と
し
て
、
「
し
て
も
ら
う
」
姿
勢
で
な

く
、
自
ら
「
し
て
あ
げ
る
」
精
神
が
大
切
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　
第
二
部
会
は
、
テ
ー
マ
が
「
青
少
年
教
化
育

　
一
、
釈
尊
の
説
か
れ
た
生
命
の
尊
厳
と
人

類
平
等
の
精
神
を
思
い
、
差
別
事
実
の
確
認

を
行
い
本
来
の
精
神
に
回
帰
す
る
。

　
一
、
宗
教
法
人
と
し
て
の
特
殊
性
を
認
識

し
、
適
正
な
運
用
を
計
り
、
法
人
と
し
て
の

権
利
義
務
を
遂
行
す
る
。

　
一
、
世
界
の
一
員
と
し
て
国
際
的
視
野
に

た
っ
て
日
本
の
責
務
を
自
覚
し
、
国
の
内
外

を
問
わ
ず
、
ひ
ろ
く
仏
教
徒
の
交
流
と
相
互

理
解
を
推
進
す
る
。

　
右
宣
言
決
議
す
る
。

　
昭
和
五
十
八
年
十
月
二
十
七
日

第
三
十
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
東
京
大
会

成
の
問
題
凶
武
井
浩
明
部
会
長
、
樹
谷
淳
宣
副

部
会
長
、
山
本
杉
、
郡
司
博
道
両
助
言
者
の
各

師
が
進
行
。
須
藤
哲
乗
口
（
高
野
山
真
言
宗
）

が
、
「
青
少
年
教
化
活
動
の
一
方
法
（
一
泊
子
坊

主
修
行
）
」
、
佐
藤
功
岳
師
（
神
奈
川
県
仏
教
会
）

が
「
仏
教
者
と
し
て
青
少
年
問
題
に
ど
う
対
処

し
た
ら
よ
い
か
」
を
そ
れ
ぞ
れ
意
見
発
題
し
た
。

　
「
人
権
の
尊
厳
に
た
つ
教
化
と
伝
道
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
第
三
部
会
は
、
山
田
一
真
部
会
長
、

宮
入
俊
光
副
部
会
長
、
鷲
山
諦
住
、
島
崎
義
雄

の
轡
師
を
助
言
者
に
進
め
ら
れ
た
。
「
差
別
戒
名

の
反
省
」
を
片
山
秀
亮
師
（
埼
玉
懸
仏
教
会
）
、

「
教
化
伝
道
に
於
け
る
問
題
点
」
を
吉
田
俊
講

師
（
真
言
宗
豊
山
派
）
、
さ
ら
に
「
差
別
戒
名
の

改
正
に
つ
い
て
」
を
中
村
秀
雄
師
（
曹
洞
宗
）

が
意
見
発
題
し
た
。

　
部
会
で
は
最
初
に
野
仏
同
和
委
員
の
議
了
法

師
が
「
仏
教
者
と
い
っ
て
、
大
道
を
歩
め
る
の

か
と
疑
わ
れ
る
事
実
が
数
多
く
現
出
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」
と
問
題
提
起
、
つ
づ
い
て
片

山
師
は
埼
玉
県
仏
が
行
っ
た
差
別
戒
名
追
善
供

養
等
を
報
告
、
中
村
師
が
、
差
別
戒
名
の
改
正

は
曹
洞
宗
だ
け
で
な
く
全
教
団
が
取
り
組
ま
ね

ば
な
ら
な
い
と
訴
え
、
吉
田
師
は
、
全
て
の
差

別
事
象
の
根
が
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。

　
こ
の
後
、
参
加
者
か
ら
様
々
な
意
見
が
出
さ

れ
た
が
、
最
後
に
助
言
者
の
鷲
山
師
が
、
「
差
別

即
平
等
な
ど
と
言
葉
の
お
あ
そ
び
を
し
て
い
ら

れ
な
い
。
差
別
を
受
け
る
側
は
、
痛
く
苦
し
く

悲
し
い
の
だ
」
と
し
め
く
く
っ
た
。

　
纂
四
部
会
は
、
部
会
長
西
城
正
倫
師
、
副
部

会
長
新
井
智
清
師
、
助
言
者
に
社
本
公
一
、
神

野
真
一
の
両
師
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
テ
ー
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マ
は
「
寺
院
運
営
の
問
題
凶
織
田
隆
弘
師
（
東

京
都
仏
教
連
合
会
）
が
「
宗
教
法
人
の
適
正
な

運
営
」
と
題
し
て
意
見
発
題
、
在
家
の
参
加
者

等
か
ら
は
、
魅
力
あ
る
寺
院
を
求
め
る
声
も
出

さ
れ
た
。

　
第
五
部
会
「
国
際
交
流
の
問
題
」
は
、
部
会

長
に
西
村
輝
成
師
、
助
言
者
に
松
濤
弘
道
、
真

柄
信
雄
の
両
立
が
就
任
。
昨
年
ま
で
全
仏
国
際

部
長
だ
っ
た
鎌
田
良
昭
師
（
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト

ク
ラ
ブ
）
と
全
日
本
仏
教
青
年
会
の
田
中
光
成

師
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
国
際
仏
教
の
交
流
を
よ
り

一
層
促
進
し
よ
う
」
、
「
仏
教
徒
に
よ
る
救
援
団

体
の
連
絡
協
議
会
を
設
立
し
よ
う
」
と
い
う
題

で
意
見
発
題
を
行
っ
た
。
鎌
田
師
は
仏
教
英
語

研
究
会
を
充
実
し
て
い
く
必
要
性
を
説
き
、
ま

た
田
中
師
は
各
種
救
援
活
動
を
も
っ
と
積
極
的

に
進
め
る
よ
う
と
訴
え
た
。
な
お
、
こ
の
部
会

に
は
韓
国
仏
教
代
表
団
の
一
行
も
参
加
し
、
朴

灘
灘

弁
論
大
会
で
賞
状
を
受
け
る
優
勝
者

燗
詰
師
が
挨
拶
し
た
。

　
　
〈
懇
親
会
〉

　
総
会
終
了
後
、
午
後
五
時
過
ぎ
か
ら
本
門
寺

朗
峰
会
館
で
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

　
林
大
会
長
開
会
の
辞
に
つ
づ
い
て
、
金
子
会

長
、
本
多
理
事
長
が
挨
拶
。
そ
の
後
、
昭
和
三

十
五
年
以
後
、
ス
ポ
ン
サ
ー
な
し
の
自
社
制
作

と
し
で
「
宗
教
の
時
間
」
を
放
映
し
て
き
た
日

本
テ
レ
ビ
放
送
網
株
式
会
社
に
対
し
て
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
次
に
こ
の
記
念
大
会
へ
出
席
す
る
た
め
来
日

し
た
韓
国
仏
教
代
表
団
の
李
豪
彊
師
が
来
賓
と

し
て
挨
拶
、
岩
崎
大
会
副
会
長
が
乾
杯
を
発
声

し
て
、
懇
談
へ
移
っ
た
。

弁
論
大
会
上
席
に
大
正

大
学
の
赤
根
彰
子
さ
ん

　
　
（
記
念
弁
論
大
会
〉

　
大
会
二
日
目
は
、
二
十
八
日
午
後
一
時
半
か

ら
、
銀
座
ヤ
マ
ハ
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
記
念
弁

論
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

「
釈
尊
の
教
え
を
い
か
に
現
代
に
生
か
す
か
」

を
テ
ー
マ
に
、
書
類
審
査
で
選
ば
れ
た
七
人
の

弁
士
が
、
熱
の
こ
も
っ
た
弁
論
を
展
開
し
た
。

　
発
表
者
は
、
最
初
に
立
正
大
学
学
生
・
服
部

教
浩
、
つ
づ
い
て
武
蔵
野
女
子
大
学
学
生
・
筒

井
裕
美
子
、
大
正
大
学
学
生
・
赤
根
彰
子
、
駒

沢
大
学
学
生
・
安
部
浩
之
、
大
谷
大
学
学
生
・

野
村
尚
宣
、
曹
洞
宗
教
化
研
修
生
・
斉
藤
昭
道
、

日
蓮
宗
布
教
研
修
生
・
村
田
心
学
の
各
氏
。

　
弁
論
は
、
全
仏
の
本
多
理
事
長
、
東
京
都
仏

の
岩
崎
理
事
長
、
世
田
谷
学
園
高
校
の
山
本
慧

彊
校
長
、
全
日
仏
青
の
鷲
津
憲
道
副
理
事
長
、

日
本
テ
レ
ビ
の
樋
口
譲
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

1
の
各
審
査
員
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
た
。

　
そ
の
結
果
、
優
勝
者
は
赤
根
さ
ん
、
二
席
に

村
田
氏
、
三
席
に
斉
藤
氏
、
佳
作
に
筒
井
さ
ん

と
安
部
氏
、
努
力
賞
に
野
村
、
服
部
の
両
氏
が

そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
。
優
勝
者
に
は
三
十
万
円
、

二
席
十
五
万
円
、
三
席
十
万
円
、
佳
作
五
万
円
、

努
力
賞
三
万
円
の
賞
金
が
各
氏
へ
林
大
会
長
か

ら
贈
呈
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
審
査
員
を
代
表
し
て
山
本
師
が
、

「
優
勝
者
の
弁
論
に
は
深
い
感
銘
を
受
け
た
。

内
容
が
洗
練
さ
れ
て
お
り
、
新
鮮
な
印
象
が
感

じ
ら
れ
た
」
と
講
評
を
述
べ
、
優
勝
者
を
た
た

え
た
。

　
な
お
、
弁
論
大
会
の
模
様
は
、
十
二
月
十
八

日
の
日
本
テ
レ
ビ
「
宗
教
の
時
間
」
で
放
送
さ

れ
る
。

　
　
（
閉
会
式
〉

　
弁
論
大
会
終
了
後
、
同
じ
ヤ
マ
ハ
ホ
ー
ル
で

閉
会
式
が
行
わ
れ
た
。
杜
多
組
織
部
長
の
司
会

で
最
初
に
白
川
大
会
副
幹
事
長
が
開
会
の
辞
、

林
大
会
長
挨
拶
に
つ
づ
い
て
、
大
会
参
加
者
を

代
表
し
て
貝
山
神
奈
川
県
仏
会
長
か
ら
挨
拶
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
岩
崎
大
会
副
会
長
の
音
頭

で
万
才
を
三
唱
、
那
須
組
織
局
長
が
閉
会
の
辞

を
述
べ
て
、
二
日
間
に
わ
た
っ
た
こ
の
第
三
十

回
記
念
全
日
本
仏
教
徒
会
議
東
京
大
会
は
、
成

功
裡
に
、
幕
を
と
じ
た
。

県
ム
℃
表
者
会
議
ひ

　
全
仏
大
会
の
前
日
、
二
十
六
日
午
後
二
時
か

ら
、
ホ
テ
ル
都
イ
ン
東
京
を
会
場
に
、
都
道
府

県
仏
教
会
代
表
者
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

　
最
初
に
、
矢
荻
信
顕
事
務
総
長
代
行
が
挨
拶
、

木
辺
宣
慈
滋
賀
県
仏
会
長
が
導
師
と
な
っ
て
三

帰
依
文
を
唱
和
し
た
。
そ
の
後
、
岩
崎
東
京
都

仏
理
事
長
が
挨
拶
を
し
、
貝
山
宣
泰
神
奈
川
県

仏
会
長
を
座
長
に
選
出
、
会
議
を
始
め
た
。

　
①
同
和
問
題
に
つ
い
て

　
鷲
山
同
和
委
員
長
が
ま
ず
、
次
の
よ
う
に
講

演
し
た
。

「
仏
教
界
で
、
同
和
問
題
が
惹
起
さ
れ
た
の
は
、

W
C
R
P
m
に
お
け
る
町
田
発
言
だ
が
、
私
た

ち
は
内
面
の
差
別
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
、
教
団
の
壁
を
乗
り

こ
え
て
同
宗
連
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ
積

極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
同
和
推
進

・
b
く

は
、
本
来
の
あ
る
べ
き
仏
教
者
に
回
帰
し
て
い

く
運
動
な
の
だ
か
ら
」

　
こ
の
講
演
に
対
し
、
出
席
者
か
ら
種
々
の
質

問
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

②
税
務
関
係
に
つ
い
て

　
剛
山
時
局
対
策
部
長
か
ら
、
税
務
手
引
書
や

要
望
書
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
、
さ
ら

に
日
本
海
中
部
地
震
な
ど
に
対
す
る
義
援
金
へ

の
お
礼
が
述
べ
ら
れ
た
。

③
昭
和
五
＋
九
年
度
予
算
案
の
基
本
方
針
に

つ
い
て

　
龍
山
事
務
次
長
、
中
村
財
務
部
長
か
ら
詳
し

い
説
明
が
行
わ
れ
、
出
席
者
か
ら
は
意
見
が
寄

せ
ら
れ
た
。

④
ル
ン
ビ
ニ
星
園
の
復
興
に
つ
い
て

　
川
井
国
際
文
化
局
長
な
ら
び
に
田
代
国
際
部

長
か
ら
現
状
に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

一4一
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⑤
第
＋
四
回
W
F
B
大
会
に
つ
い
て

　
川
井
国
際
文
化
局
長
が
説
明

⑥
全
日
本
仏
教
会
囲
碁
大
会
に
つ
い
て

　
川
井
局
長
お
よ
び
川
島
文
化
部
長
か
ら
、
来

年
二
月
七
日
に
開
催
予
定
の
囲
碁
大
会
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　
最
後
に
、
各
日
道
府
県
仏
教
会
活
動
報
告
が

行
わ
れ
、
全
て
の
日
程
を
終
了
し
た
。

　
な
お
、
会
議
終
了
後
、
午
後
六
時
か
ら
、
同

じ
ホ
テ
ル
都
イ
ン
東
京
で
懇
親
会
が
催
さ
れ
た
。

　
同
和
委
員
会
ひ
ら
く

　
都
道
府
県
警
教
会
代
表
者
会
議
終
了
後
、
同

じ
ホ
テ
ル
都
イ
ン
東
京
で
同
和
委
員
会
が
開
か

れ
た
。

　
こ
の
日
は
、
翌
二
十
七
日
の
全
仏
大
会
第
三

部
会
「
人
権
の
尊
厳
に
た
つ
教
化
と
伝
道
」
の

進
め
方
、
な
ら
び
に
十
一
月
十
七
日
に
予
定
さ

れ
て
い
る
「
同
和
問
題
に
関
す
る
理
事
会
」
の

進
め
方
、
の
二
点
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
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委
員
会
規
程
案
を
採
択

　
第
一
回
事
務
総
局
機
構
検
討
委
貝
会
は
、
去

る
十
月
三
十
一
日
一
時
か
ら
、
明
照
会
館
会
議

室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
最
初
に
矢
萩
事
務
総
長
代
行
が
挨
拶
、
つ
づ

い
て
豊
田
総
務
局
長
及
び
磯
山
庶
務
部
長
か
ら

こ
の
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
に
到
っ
た
経
過
説

明
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
出
席
委
貝
が
自
己
紹

介
し
、
安
本
利
正
師
を
座
長
に
選
ん
で
協
議
に

入
っ
た
。

　
ま
ず
、
こ
の
委
貝
会
の
規
程
を
ど
う
す
る
か

話
し
合
わ
れ
、
別
記
の
よ
う
な
規
程
案
を
採
択
、

十
一
月
十
七
日
の
理
事
会
に
は
か
る
こ
と
に
な

っ
た
。
次
に
こ
の
委
員
会
の
今
後
の
す
す
め
方

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
次
回
の
予
定
な
ど
を

決
め
、
最
後
に
龍
山
次
長
閉
会
の
辞
で
、
全
て

の
日
程
を
終
了
し
た
。

　
〈
事
務
総
局
機
構
検
討
委
員
会
名
簿
〉

鎌
原
西
元
（
曹
洞
）
、
井
上
博
厚
（
本
派
）
、
和
田

耕
正
（
大
豊
）
、
伊
東
康
雄
（
浄
土
）
、
持
田
貫
宣

（
日
蓮
）
、
中
山
弘
之
（
高
野
山
）
、
橋
本
玄
進

（
妙
心
寺
）
、
　
即
真
尊
寵
（
天
台
）
、
　
小
峰
一
二

（
智
山
）
、
岩
脇
宏
信
（
豊
山
）
、
安
本
利
正
（
元

全
仏
職
貝
）
、
小
峰
令
丸
（
同
）
、
長
谷
川
正
浩

（
全
仏
顧
問
弁
護
士
）

　
（
事
務
総
局
機
構
検
討
委
員
会
規
程
（
案
）
〉

第
一
条
（
名
称
）
こ
の
中
山
会
は
、
財
団
法
人

　
全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
機
構
検
討
委
貝
会

　
（
以
下
委
員
会
）
と
い
う
。

第
二
条
（
目
的
）
こ
の
委
学
会
は
、
財
団
法
人

　
全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
の
目
的
・
構
成
・

，
運
営
な
ど
の
諸
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
加
え

　
改
革
案
を
理
事
長
に
答
申
す
る
こ
と
を
目
的

　
と
す
る
。

第
三
条
（
構
成
）
こ
の
委
貝
会
は
、
財
団
法
人

　
全
日
本
仏
教
会
負
担
金
拠
出
上
位
十
宗
派
よ

　
り
推
薦
さ
れ
た
委
一
十
名
、
二
仏
旧
職
員
の

　
中
か
ら
事
務
総
局
の
推
薦
す
る
委
員
若
干
名
、

　
な
ら
び
に
事
務
総
局
の
推
薦
す
る
学
識
経
験

　
者
若
干
名
、
計
十
五
名
以
内
の
委
員
に
て
構

　
成
す
る
。

第
四
条
（
委
員
会
）
こ
の
委
員
会
に
、
委
員
長

　
一
名
、
副
委
員
長
一
名
を
お
く
。
2
、
委
貝

　
長
、
副
委
尊
長
は
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
選

　
出
す
る
。
3
、
委
六
会
は
委
員
長
が
招
集
す

　
る
。
4
、
委
員
会
は
、
委
任
を
含
め
て
三
分

　
の
二
以
上
の
出
席
を
も
っ
て
成
立
し
、
出
席

　
者
の
三
分
の
二
以
上
を
も
っ
て
議
決
す
る
。

第
五
条
（
審
議
期
間
）
こ
の
委
員
会
は
、
そ
の

　
審
議
を
、
昭
和
六
十
年
四
月
三
十
日
ま
で
に

　
終
了
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
（
事
務
総
局
）
こ
の
委
員
会
の
事
務
は

　
事
務
総
局
総
務
局
庶
務
部
が
担
当
す
る
。
2
、

　
事
務
総
局
は
、
委
員
会
に
出
席
し
意
見
を
述

　
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
則
こ
の
規
程
は
、
昭
和
五
十
隔
年
十
一

　
月
十
七
日
よ
り
発
効
す
る
。

　
ル
ン
ビ
ニ
ー
総
務
部
会

　
第
七
回
ル
ン
ビ
ニ
ー
総
務
部
会
は
、
十
一
月

一
日
午
後
二
時
か
ら
、
明
照
会
館
会
議
室
で
開

催
さ
れ
た
。

　
最
初
に
、
曹
洞
宗
の
役
員
変
更
に
伴
っ
て
辞

任
し
た
三
宅
心
耳
部
会
長
の
後
任
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
、
同
じ
曹
洞
宗
の
桑
原
眉
尊
師
が
選

出
さ
れ
た
。
次
に
「
ネ
パ
ー
ル
王
国
政
府
ル
ン

ビ
ニ
ー
開
発
委
員
会
の
規
約
な
ら
び
に
構
成
メ

ン
バ
ー
の
検
討
の
件
」
な
ら
び
に
「
交
換
文
書

の
件
」
が
協
議
さ
れ
た
。

昭
和
5
9
年
版

　
　
　
　
　
　
申
込
み
受
付
け
中

　
全
仏
総
務
局
で
は
、
左
記
要
領
に
て

「
全
仏
手
帳
」
を
発
行
し
ま
す
。
部
数
に

限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
注
文
は
お

早
め
に
。

内
　
容
　
三
帰
錯
文
、
四
弘
誓
願
、
宗
門

　
　
　
　
聖
日
、
加
盟
団
体
役
貝
住
所
録

　
　
　
　
忌
日
早
見
表
、
そ
の
回

申定サ
込　イ
副腎ズ

9
×
1
4
㎝

五
五
〇
円
（
送
料
実
費
）

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
一

四
　
全
仏
総
務
局

　
「
全
仏
手
帳
係
」
宛

？
…
…
L

東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅1鋤　　？

電詰代表（841）4965　　　；
噸一一レ嶋・喝・禽・・もrレー・し・rレも噛．．r凶卜鵡．，rL．．禽，噺鳥．」
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颯
颯
善
言
貴

酬
翁
漬

。
馨

回答・全仏顧問弁護士

正浩長谷川

　　　　　　　　　，　幽　●　●　　　　　　　　●　・　●　●　　　　　　●　9　●　●　　　　　o　●　●　　　　●　●　●　●　　　●　●　■　●　　o　●　■■　●　・　o　o　■
●■　o　■

〔
質
問
〕
拙
寺
は
、
現
在
、
何
も
収
益
事
業

を
や
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
た
び
道
路
拡

張
が
行
わ
れ
た
の
を
機
会
に
、
駐
車
場
と
ア

パ
ー
ト
の
経
営
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
際
、
心
配
と
な
る
の
が
税
金
で
す
。

ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
な
の
か
、
ご
教

示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
長
野
県
G
寺
住
職
）

〔
回
答
〕
収
益
事
業
を
新
し
く
始
め
る
と
い

う
こ
と
で
す
か
ら
、
①
収
益
事
業
と
、
宗
教

法
人
本
来
の
事
業
と
の
経
理
を
区
分
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
②
次
に
新
た
に
法
人
税

を
お
さ
め
る
手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
順

次
述
べ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
、
①
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
区
分

経
理
を
し
な
い
と
、
収
益
事
業
か
ら
生
じ
た

所
得
額
が
は
っ
き
り
し
な
い
か
ら
で
す
。
そ

こ
で
二
つ
の
帳
簿
を
つ
け
て
、
常
に
益
金
と

損
金
、
資
産
や
負
債
を
、
課
税
の
対
象
と
な

る
課
税
分
と
、
そ
う
で
な
い
非
課
税
分
と
に

分
離
し
て
計
算
し
、
確
定
し
て
お
く
こ
と
が

要
求
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
一
般
の
寺
院
、

特
に
、
収
益
事
業
規
模
が
小
さ
い
と
こ
ろ
で

は
二
つ
の
帳
簿
を
つ
け
る
こ
と
は
大
へ
ん
な

こ
乏
で
す
か
ら
、
一
種
の
便
法
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
即
ち
、
収
入
に
つ
い
て
は
、
決

算
時
に
ア
パ
ー
ト
収
入
明
細
帳
と
か
、
駐
車

場
収
入
明
細
帳
と
か
に
一
年
分
の
収
入
を
ぬ

き
出
し
て
し
ま
い
、
こ
の
合
計
を
収
益
事
業

細
帳
で
は
、
こ
の
よ
う
に
当
期
に
入
る
べ
き

も
の
を
拾
い
出
し
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
費
用
に
つ
い
て
も
、
収
益
事
業
に

関
連
す
る
も
の
を
拾
い
出
し
ま
す
。
役
員
報

酬
や
、
使
用
人
の
給
料
は
、
収
入
按
分
に
よ

っ
て
算
出
し
ま
す
。
即
ち
、
全
収
入
の
収
益

事
業
収
入
が
占
め
る
割
合
に
報
酬
給
料
合
計

額
を
乗
じ
て
算
出
し
ま
す
。
ま
た
ア
パ
ー
ト

業
や
駐
車
場
業
で
す
か
ら
、
そ
れ
に
必
要
な

建
物
や
構
築
物
は
減
価
償
却
の
対
象
と
な
り
、

耐
用
年
数
に
応
じ
て
、
通
常
定
率
法
で
算
出

さ
れ
、
こ
れ
が
損
金
に
な
り
ま
す
。
耐
用
年

数
や
、
そ
れ
に
応
じ
た
定
率
に
つ
い
て
は
税

収
益
事
業
を
始
め
る
に
は

の
全
収
入
と
し
ま
す
。
こ
の
時
注
意
す
べ
き

こ
と
は
、
お
寺
の
会
計
は
、
お
金
が
現
金
で

入
っ
て
き
た
時
に
益
金
と
し
、
お
金
が
現
金

で
出
て
い
っ
た
と
き
に
損
金
と
す
る
の
が
一

般
で
す
が
、
収
益
事
業
で
は
、
そ
う
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　
お
金
が
当
期
に
入
る
べ
き
も
の
を
益
金
と

し
、
当
期
に
出
る
べ
き
も
の
を
損
金
と
し
ま

す
。
即
ち
、
借
家
人
が
気
前
の
い
い
人
で
三

年
分
の
家
賃
を
前
も
っ
て
支
払
っ
て
く
れ
て

い
て
も
、
当
期
の
一
年
分
の
家
賃
し
か
益
金

に
入
り
ま
せ
ん
。
反
対
に
、
家
賃
が
未
払
い

で
あ
っ
て
も
こ
れ
は
益
金
に
あ
げ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
収
益
事
業
の
収
入
工

務
署
で
相
談
し
て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
損
益

計
画
書
と
貸
借
対
照
表
を
作
成
し
ま
す
が
詳

し
く
は
、
最
近
発
行
さ
れ
た
全
仏
編
集
の
財

務
手
引
書
三
、
　
「
寺
院
の
収
益
事
業
と
納
税

事
務
」
を
ご
ら
ん
下
さ
い
。

　
つ
ぎ
に
②
で
す
が
、
収
益
事
業
を
開
始
し

た
日
か
ら
二
ヶ
月
以
内
に
、
所
轄
の
税
務
署

に
そ
の
開
始
届
を
出
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
に
、
収
益
事
業
の
概

要
を
記
載
し
た
書
類
と
収
益
事
業
に
つ
い
て

の
貸
借
対
照
表
を
添
付
し
ま
す
。
そ
し
て
寺

院
規
則
に
定
め
ら
れ
た
年
度
終
了
の
翌
日
か

ら
二
ヶ
月
以
内
に
確
定
申
告
書
を
提
出
し
、

法
人
税
を
納
付
し
ま
す
。
こ
れ
も
詳
し
く
は

前
記
全
仏
編
集
の
手
引
書
を
ご
ら
ん
下
さ
い
。

　
税
額
は
収
益
事
業
の
所
得
に
つ
ぎ
の
税
率

を
乗
じ
て
計
算
し
ま
す
。
④
法
人
税
は
二
五

％
、
＠
道
府
県
民
税
は
法
人
税
割
五
％
（
制

限
税
率
六
％
）
均
等
割
年
額
四
〇
〇
〇
円
、

④
市
町
村
民
税
、
法
人
税
割
一
二
・
三
％
、

（
制
限
税
率
一
四
・
七
％
）
均
等
割
年
額
一

六
〇
〇
〇
円
、
但
都
民
税
区
民
税
の
均
等
割

は
年
額
二
〇
〇
〇
〇
円
、
㊥
事
業
税
は
所
得

金
額
が
年
三
五
〇
万
円
以
下
は
六
％
、
こ
れ

を
超
え
、
年
半
〇
〇
万
円
以
下
は
九
％
、
七

〇
〇
万
円
を
こ
え
る
金
額
は
＝
一
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
宗
教
法
人
で
は
所
得
金
額
の
三

〇
％
を
み
な
し
寄
付
金
と
し
て
非
収
益
事
業

の
為
に
支
出
し
て
こ
れ
を
損
金
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
か
ら
、
税
率
を
乗
ず
る
所
得
金

額
は
、
こ
の
三
〇
％
控
除
後
の
数
字
で
良
い

わ
け
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
宗
教
法
人
が
行
う
本
来
の
事

業
、
即
ち
宗
教
活
動
に
お
け
る
収
支
計
算
書

等
を
も
申
告
書
に
添
付
せ
よ
と
の
通
達
が
出

て
い
ま
す
が
、
日
本
宗
教
連
盟
や
、
全
仏
で

は
そ
の
必
要
は
な
い
と
い
う
見
解
で
す
。
共

通
経
費
等
の
配
賦
計
算
等
は
、
他
の
書
類
で

間
に
合
わ
せ
れ
ば
良
い
だ
け
で
な
く
、
何
よ

り
も
宗
教
本
来
の
活
動
に
税
務
署
が
介
入
す

る
余
地
を
残
す
か
ら
で
す
。

　
な
お
、
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
毎
月
第
二

・
第
四
火
曜
日
午
後
幽
時
か
ら
四
時
ま
で
、

長
谷
川
先
生
に
よ
る
「
法
律
無
料
相
談
室
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
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戒
名
に
つ
い
て

　
寺
檀
の
関
係
で
近
来
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

を
に
ぎ
わ
す
筆
頭
は
戒
名
の
価
格
で
あ
ろ

う
。
授
戒
を
行
わ
な
い
か
ら
戒
名
で
な
く

法
名
だ
と
い
う
建
前
の
真
宗
諸
派
で
も
こ

の
状
況
に
変
り
は
な
い
。
良
心
的
な
住
職

が
戒
名
に
売
買
す
る
も
の
で
は
な
い
と
頑

張
っ
て
も
、
施
主
の
方
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
別

包
に
し
て
来
た
ぶ
厚
い
戒
名
料
を
突
返
す

　翼　＿　塞

謹罰罵｝
1爾

幌罰

＿　禦　　　竃
罵【題■

瀕＝

　　＿　 写
　　竃　｝

罰、甑【曹｝・
　　　9
　罵

　　【匪　　　罰　l

　　　　　　　　　l麗憩｝　諭　　鱒｝
　　　　　　　　璽
　　　　　　　　　　　▼　　　　▼

＿　竃
鷲｛題

・懸l

　l駒1
　　竃

蝉
絹憩1

爾
　　愕

　　｝

南
め
で
は
な
く
、

が
世
間
の
眼
か
ら
見
て
立
派
だ
と
思
わ
れ

た
い
世
俗
的
自
己
顕
示
欲
の
表
わ
れ
に
過

ぎ
な
い
。
住
職
が
こ
の
風
潮
に
乗
っ
て
ニ

コ
ニ
コ
し
て
い
る
の
で
は
、
あ
え
て
税
務

署
な
ら
ず
と
も
、
決
し
て
ほ
め
ら
れ
た
図

で
は
な
い
。

　
文
部
省
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
各
宗
教
の

信
者
数
の
総
計
は
常
に
日
本
の
総
人
口
を

に
は
よ
ほ
ど
の
覚
悟
が
い
る
程

に
病
状
は
膏
盲
に
入
っ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

　
こ
ん
な
事
態
が
何
故
起
っ
た

か
と
い
え
ば
、
国
民
全
部
が
中

流
意
識
に
な
っ
て
い
わ
ゆ
る
生

活
難
が
無
く
な
っ
た
処
か
ら
、

世
を
挙
げ
て
自
己
顕
示
欲
一
辺

倒
に
な
っ
た
あ
お
り
が
葬
儀
一

死
者
に
迄
及
ん
だ
結
果
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
だ
か
ら
戒
名
に
熱

意
を
示
す
の
は
、
決
し
て
仏
教

信
者
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
た

　
　
死
者
ひ
い
て
は
そ
の
遺
族

上
廻
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
ろ
く

に
信
じ
て
い
な
く
て
も
仏
教
徒
で
あ
る
と

さ
れ
る
も
の
等
が
多
い
と
い
う
実
態
を
示

す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
檀
家
を
信
者
に
せ
よ
と
は
い
つ
も
君
わ

れ
て
来
た
こ
と
で
あ
る
が
、
戒
名
を
有
難

が
る
風
潮
は
絶
好
の
機
会
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
戒
名
が
生
前
の
授
戒
を
契
機
と
し

て
入
信
者
に
授
け
ら
れ
る
法
名
で
あ
る
こ

と
は
今
更
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

　
戒
名
が
本
来
生
前
に
授
与
さ
れ
、
以
後

の
生
活
を
仏
教
的
に
規
制
す
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
趣
旨
が
次
第
に
忘
れ
ら
れ
た
か

ら
こ
そ
死
後
授
与
が
通
例
に
な
り
、
葬
式

仏
教
と
呼
ば
れ
る
も
と
に
も
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　
近
刊
の
書
物
に
棺
上
の
刃
物
を
魔
除
け
、

鎮
魂
の
た
め
と
在
家
者
に
教
え
て
い
る
も

の
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
入
信
者
剃
髪
の
た

め
の
「
お
か
み
そ
り
」
の
意
を
表
わ
す
も
の

と
住
職
自
身
が
強
調
出
来
な
い
よ
う
で
は
、

戒
名
が
死
後
の
飾
り
に
な
っ
て
し
ま
う
の

も
や
む
を
得
な
い
。

　
教
義
や
方
法
次
第
で
は
授
戒
即
ち
戒
名

授
与
は
住
職
一
人
で
行
う
こ
と
が
出
来
、

袈
裟
、
数
珠
な
ど
を
併
せ
て
授
与
し
、
喜

ば
れ
な
が
ら
財
施
に
与
れ
る
の
で
あ
る
。

戒
名
法
名
を
一
人
で
も
多
く
生
前
に
授
け

よ
う
で
は
な
い
か
。

　
　
　
（
文
化
専
門
委
員
　
若
林
隆
光
）

…，
ﾘ
諜
…
…

i
糞
i

　　　　　　　　　　な
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●
現
代
の
病
め
る
心
に
う
る
お
い
を
与
え
る
待
望
の
シ
リ
ー
ズ
■
定
価
各
1
、
8
0
0
円

測
　　

ｧ
の
美
と
心
珊
①
観
音
礼
讃
　
好
評
発
売
中
⑪
経
典
の
荘
厳
　
　
8
月
刊
行

　
　
シ
リ
「
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
全
⑪
浄
土
へ
の
憧
れ
好
評
発
売
中
⑰
密
教
と
聖
な
る
山
1
1
月
刊
行

一7一

yご『一
＿　　」　　　坑．’　一　　〇　」一　・轡

　　P　－F　局．『　弾．げ

，士　覧の

～極顎鰍牌輯



そ＝暫

全　　　　　仏
第3種郵便物認可昭和58年12月1日

…
年
末
年
始
の
事
故
防
止
鑛
鮪
勲

〈
年
末
年
始
に
お
け
る
雑
踏
事
故
の
防
止
に
つ

い
て
〉
と
い
う
要
望
書
が
、
十
一
月
四
日
づ
け

で
警
察
庁
保
安
部
長
か
ら
全
州
理
事
長
あ
て
に

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
初
詣
、
初
興
行

「財務手引書」（3）完成 3
．
■
．
9
鳥
7
3
3
亀
「
：
．
ρ
，
；
層
璽
＝
。
一
・
3
二
：
一
．
3
曹
・
璽
．
．
3
．
，
．
顧
．
3
3
電
．
噛
・
；
騨
．
＝
璽
「
：
；
2
．
・
・
璽
．
，
一
「
●
竃
ε
3
；
，
℃
膠
．
ε
＝
覧
マ
．
，
一
2
・
o
●
2
一
3
＝
覧
．
．
層
冒
＝
竃
曽
．
。
3
，

　
　
　
　
　
　
　
財
務
手
引
書
日
、

　
　
　
　
　
　
　
「
寺
院
の
収
益
事
業

　
　
　
　
　
　
と
納
税
事
務
」
が
自

運寺院へ無料配布

成
し
、
各
寺
院
へ
配

布
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
去
る

七
月
に
配
布
ず
み
の

財
務
手
引
書
e
口
に

続
く
も
の
で
、
前
回

と
同
様
、
都
道
府
県

仏
教
会
の
代
表
者
を

通
じ
て
無
料
で
配
布

さ
れ
る
。

　
財
務
手
引
書
日
は
、

①
収
益
事
業
の
範
囲
、

②
主
な
収
益
事
業
の

判
定
基
準
、
③
収
益
事
業
の
会
計
、
④
法
人
税

の
申
告
と
納
付
、
⑤
事
業
税
・
県
民
税
と
市
民

税
、
か
ら
成
り
、
現
在
収
益
事
業
を
や
っ
て
い

る
寺
院
、
ま
た
こ
れ
か
ら
収
益
事
業
を
始
め
よ

う
と
し
て
い
る
寺
院
に
と
っ
て
、
大
変
有
益
な

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
時
局
対
策
部
で
は
、
各
寺
院
が
こ
の
小
冊
子

を
有
効
に
活
用
さ
れ
、
内
容
に
関
す
る
ご
感
想
、

ご
意
見
が
あ
れ
ば
、
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

希
望
し
て
い
る
。

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
一
日
発
行

　
　
　
　
十
二
月
号
　
第
二
九
四
号

等
へ
、
多
数
の
人
出
に
よ
る
混
雑
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
地
元
警
察
署
と
の
連
絡
を
密
に
し
て
、

事
故
防
止
に
万
全
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
要
望

し
て
い
ま
す
。

第
二
回
糾
弾
会
ひ
ら
く

　
高
野
山
真
言
宗
に
対
す
る
部
落
解
放
同
盟
の

第
二
回
糾
弾
会
が
．
去
る
十
月
十
九
日
午
前
十

時
か
ら
、
大
阪
の
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
。

　
こ
の
糾
弾
会
に
は
、
高
野
山
真
言
宗
の
外
に

御
室
派
、
智
山
派
、
豊
山
派
の
関
係
者
が
、
ま

た
全
仏
同
和
委
員
会
の
鷲
山
委
貝
長
、
事
務
局

か
ら
那
須
組
織
局
長
、
杜
多
組
織
部
長
、
川
島

文
化
部
長
、
藤
木
組
織
主
事
な
ど
が
出
席
し
た
。

＝ス末
ｶ
｛
局
倉
録
筆
　
【

　
　
一
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二
日

　
　
四
日

　
　
七
日

　
八
日

　
　
十
日

　
＋
七
日

二
＋
二
日

二
十
四
日

　
ー
ー
（
十
一
月
）
ー
ー

ル
ン
ビ
ニ
ー
総
務
部
会

会
長
副
会
長
推
戴
委
員
会

日
宗
連
税
制
特
別
委
貝
会

K
B
K
K
十
五
周
置
式
典
出
席

法
律
相
談
室

局
内
会
議

理
事
会
、
常
務
理
事
会

日
宗
連
理
事
会

法
律
相
談
室

局
内
会
議
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